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新島学園短期大学 福島研究室

〒370-0068　群馬県高崎市昭和町53番地 

フードビジネス甲子園2025を開催します

2025年4月、新島学園短期大学のキャリアデザイン学科にフードビジネス
を実践的に学ぶ「フードビジネス専攻」が開設されました。入学式で新
入生代表として挨拶をした小西葵さんは「1期生として、多くの人の生活
に彩りをもたらす人材になれるように成長していく」と語りました。

フードビジネス専攻では、学校がある群馬県高崎市を拠点に生産〜製
造〜販売というフードサプライチェーンなど食の基本的な知識の習得、
実地での研修、そしてマーケティング・商品開発の授業を通じて、地域
の課題を食で解決する人材の育成を目指しています。

月号

新短カフェ部

フードビジネス専攻の学生が中心に
なりカフェの研究を通じて、みんな
が集う場を作る「新短カフェ部」を
立ち上げました。

まずは市内のカフェを調査し、人が
集まるカフェの作り方やフードメニ
ューを考え、12月の学園祭に向けて
準備をしています。

新短カフェ部インスタグラム
@niitan_cafe

こんにちは！新島学園短期大学の新しい学びの場「フードビジネス専攻」の活動報告です。

フードビジネス専攻がスタートしました！

キャリアデザイン学科フードビジネス専攻

昨年、好評を博した「フードビジネス甲子園」。商品開発部門・最優秀
賞の「やきまんぎゅ〜バーガー」は3月にタマムラデリカ株式会社様の
協力を得て商品化され、多くの方に届けることができました。
本年はさらにパワーアップし、「フードビジネス甲子園２０２５」とし
て11月に本学で開催する予定です。
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溝口特任教授が担当する「フィールドスタディⅠ」では、高崎市
の山木農園にて梨の木の受粉作業を体験しました。

受粉に使用する花粉は農園のオーナーの山木さんが花を摘んで雄
しべの部分を集めて乾燥したものを使います。綿毛のような刷毛
で咲いている梨の花に少しずつ花粉をつけていく作業は単純だけ
ど重労働でした。山木さんは所有しているすべての梨の木の受粉
を1人でしているそうです。この日は1年生９名と教員２名で30分
ほどかけて１本の梨の木の受粉作業を行いました。

フードビジネス専攻では異なる品種の梨の木を２本お借りして、
今後は摘果→袋掛け→収穫と一連の作業を体験します。また秋に
は収穫した梨の一部を使って商品化に挑戦。自分たちで企画した
商品を学内外で販売する予定です。


